
活動日 活動時間 9:00 ～ 12:30

 【イベント名】
(樹木で「衣・食・住」の森のめぐみをかんがえてみよう～）

 　【活動場所】

　　　　　を受付場所に並べたり・・・と繁忙するが開始時間前に作業を終えることができた。

　　①．Ｋｉｄｓコーナー参加者の作業台、椅子など等が不足、場所の広さの確保も必要。

 　②．クラフト希望者が集まりすぎた（場所不足）！ドングリへの絵かきは人気があり喜ばれた。

　　　　　図鑑本で種の散布等を説明して話題提供を行う（好評であった）。

　　③．Ｋｉｄｓコーナー用　ドングリ笛、折り紙グライダー・・等マニュアルを用意して置いた事で多くの参加者が

　　④．Ｋｉｄｓコナー参加者に対してコロナ感染予防のための体温測定等が十分に徹底できなかった。

　　⑤．樹木観察でムクの木の実（熟したものあり）で参加者よりの要望もありその場で試食を行う。

　　　　　この時点での実を採取したことは反省事項（事前に採取し提供するならｏｋ）。

　  ⑥．樹木観察参加者の意識が高く、準備した内容をしっかり聞いていただけたと思う。

　　⑦．親子での参加者が各1組あり、年齢的な問題もあり子供への対応の難しさを痛感！

報告者 石原哲男

10:00　大沢会長より開会の挨拶を行い樹木観察の行事をスタートする。

　　　　　なお、参加者（事前申し込み）6名を2班に分けて　1班（森脇、磯貝）、　2班（石原【祐】、小沢）のメンバー

神谷

　8：40　大高緑地公園　第二駐車場より　四阿へ集合し新型コロナ感染予防のための検温を行い、早速に会場設営

長口 磯貝

＜反省事項　及び　感想＞

武馬 安部

　　　　　（クラフト対応メンバー　：　大沢　　武馬　神谷　安部　長口　水谷）

　　　　　マニュアルを写真撮影され材料を持って帰られた（混雑回避対応）。

　　　　　但し、今回は待ち時間の関係で、説明順番を入れ替える工夫をする必要があつた。

　　　　　事前参加者の子供年齢に対応した準備が必要と考える。

　　　　　にて行う。　当日は天候にも恵まれ、リピーターの参加者、親子ずれの参加者ともに案内人の説明に

　　　　　熱心に耳を傾けられ、樹木観察資料にメモをされる等、充実した観察会になった。

　　　　　今回は一般参加者を対象にしたクラフト（ｋｉｄｓコーナー）も実施、参加人数は子供40人、大人20名

　　　　　と盛況であったがクラフト対応の場所が狭く参加をあきらめるお客さんも見受けられた。

　　　　　クラフトを通じて自然観察への興味を持ち、今後の観察会への参加を大いに期待したい。

　　　　　作業を開始する。　今回は対象樹木12本で会場の移動距離も長く、ｋｉｄｓコーナーの設置でクラフトサンプル

参加者

大澤

 【実 施 内 容】

水谷 石原【祐】

11名

森林インストラクター会”愛”　活動記録

                

2020年11月8日

子供どもも大人も樹木博士　（名古屋環境大学　共育講座）

観察会参加者8名、クラフト参加者　約60名

石原【哲】

 【活 動 者 名】

森脇

大高緑地公園

小沢



【11月8日(日)　大高緑地公園　活動報告　写真　】
受付場所　 会場設営準備風景1 会場設営準備風景2 　幟の設置

　受付開始風景1 受付開始風景2 ｋｉｄｓコーナー　（クラフト　サンプル各種　）

　　観察会開始の挨拶（大澤会長） 樹木観察番号の取付　 　★賑わうｋｉｄｓ］コーナー★



　　1班【緑】　　ヤブニッケイの説明 1班【緑】　　イロハモミジの説明 1班【緑】　　コブシの説明 　　1班【緑】　　ヌルデの説明

　　2班　ヤブニッケイの説明 　2班　ハゼノキの説明 　　2班　　トチノキの説明 　2班　　ヤマボウシの説明

　ｋｉｄｓコーナー　（　ドングリ笛 シュロ　バッタ 　　ドングリにお絵かき） ★観察会を終えてアンケート記入★


